
シンポジウム４

より良い献血環境を目指して

―「おもてなし」をもって―
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私たちが従事する血液事業は，安全な輸血用血
液製剤を安定的に供給するため，ボランティアで
ある献血される方々，並びに多くの国民に支えら
れている事業であります。その善意でお出でいた
だいた皆様に対して，健康被害を与えず，感謝の
気持ちをもって接する接客的業務でることを認識
していかなければなりません。

献血環境は，献血にお出でいただく皆様の視点
に立ち「おもてなし」をもって最善を尽くしていく
ことが，本事業において大変重要であると考えま
す。

そのためには…
○献血協力者への充足感向上が必要不可欠

献血協力者が，「何を求め…何を感じ…どれだけ
満足したか…」を，すべての職員が常に「考え・
行動・検証」していくことが献血協力者の充足感
向上に繋がる。
　そして，献血協力者の社会貢献に対する充足
感向上こそが安定的な血液確保に繋がる。

「おもてなし」とは，どうあるべきか…
「より良い献血環境」とは，どうあるべきか…

「おもてなし」―ホスピタリティマインドをもって―

	 Feel	 Heart	 Time
　より感じよく	 より暖かく	 よりタイムリーに　

以上のことを踏まえ，本シンポジウムは赤十字
内外の関係者において「より良い献血環境を目指し
て」を，多方面から以下のとおり検証してみた。

Ⅰ　オープニング

�社会貢献における献血とは…　―若者からの声
（写真と音声にて）―
社会において献血はどのように思われているの

か，殊に血液事業の今後を支えていただく年齢層
である若い方々（学生，社会人）の献血イメージは
どうなのか，正確に把握することが重要である。
・�献血は，大事なことであると思うが，何処で

できるか場所がよくわからない。
・�病院的であり，注射の針がとても痛そうで怖

い。
・�忙しい毎日のなかで献血する時間がない。	

etc…
このようなイメージを持たれている方々に対し

て，赤十字は何をすべきか，どのように取り組む
べきかを考え行動しなければならない。

Ⅱ　献血環境の現状―取り組み事例報告―

最近新設されている献血ルームがどのように整
備並びに変化しているか，以下の地区における状
況報告を基にその内容を検証した。　
（1）福岡県　・�献血ルーム「キャナルシティ　	

ハッピークロス　イムズ　他」
（2）宮城県　・�献血ルーム「杜の都献血ルーム

AOBA　アエル20」
（3）東京都　・�献血ルーム「akiba: F TACHYON

ハチ公前　他」
　　　　　　 ・移動献血会場「出張献血会場」

Ⅲ�　「おもてなし」―ホスピタリティマインドをも

って―

「接遇向上の取り組みとその効果について…」
献血環境においての主役は誰なのか，全職員が

常に意識し献血協力者のボランティア活動に対す
る充足感向上に努めなければならない。

そのための接遇とはどうあるべきかについて，
赤十字職員同様に勤務し，日常業務の中で接遇等
を指導していただいている講師より取り組み状況
の報告が成された。

シンポジウム４　司会のことば

より良い献血環境を目指して

―「おもてなし」をもって―

松崎政治（東京都赤十字血液センター）

新畑泰仁（大阪府赤十字血液センター）
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Ⅳ�　空間デザインがもたらす可能性―共同研究者

からの意見―

全国の献血ルーム等を設計施工しているデザイ
ナーにおいて，プロは「ものづくり」をどのように
考え作品を提供しているのか講演していただいた。
（1�）「デザイン」が語る力，伝える力

アーティスト，デザイナーは，何を考え，
作品に取り組んでいるのか…

人道支援のためにできるアートとは何か…
（2�）街とキモチに寄り添う空間づくり〜つなが

りを生む「場」〜
街と人のキモチが一緒になって社会貢献の

時間を共にしていく…
そのような，つながりを生む「場」とは，ど

うあるべきか…

まとめ…「より良い献血環境とは…」

・�献血ルーム等の充実した施設整備や処遇面を
向上させるだけではない。

・�職員の接遇能力を向上させ，献血者に気持ち
よく献血していただくだけではない。

より良い献血環境は，社会貢献として献血にご
協力していただいた方々が「何を感じ，何を得るこ
とができたか。」そのことによって「心が豊かに…」

「優しい気持ちに…」「生きていく力に…」繋がって
いくようにしなければならない。つまり，ソフト
的運用面（赤十字の活動を通じ，助けを待つ人のメ

ッセージを伝えること。）が重要であると考えます。
献血者は，単なる献血への参加者（協力者）では

なく，血液事業の理解者になっていただくことが
大切であり，職員は，その理解者を支えていく立
場にあります。

私たちは，患者さんをはじめ多くの大切なもの
を守るため，常に「考え・行動・検証」し，理解者
と職員と多くの関係者と共に一緒に歩んで行くこ
とが大切です。

そのような「場＝環境」が「より良い献血環境」で
あると考えます。

〔エンディング〕　映像説明

○タイトル
「守りたい」　大切なものを…

○本シンポジウムからのメッセージ
人は，誰かを支え，誰かに支えられ生きている。
助けを待つ人がいれば，助けたい心が人を動か
す。
大切なものを守るため，共に歩いて行きたい…

［BGM］
「compass」	 作詞・作曲：川嶋あい
	 原義「com＝共に，pass＝歩くこと」
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福岡県には，福岡市内に３施設，北九州市内に
２施設，県内五つの固定施設がある。

今回は献血ル−ム「ハッピークロス　イムズ」，
「キャナルシティ」，「魚町献血ル−ム」の３ル−ム
について紹介する。

まず，献血ル−ム「ハッピークロス　イムズ」は，
平成16年６月に開設し，ベット数は14台，床面積
は353m2，昨年度の献血者数，27,079名，内訳は
200が８名，400が7,504名，PPP11,209名，PC8,358
名，一日当たり76.7名である。

場所は，福岡市の中心地である天神地区のイム
ズビル８Fにあり，ビルの壁面には懸垂幕を吊り
下げて献血のPR等を行っている。

周辺には百貨店などの商業施設のほか私鉄や地
下鉄，またバスのタ−ミナル，地下街もあり，交
通の拠点でもある天神地区のほぼ中央に設置され
た利便性の良いル−ムである。

天神地区は若者が多く集まりやすい場所である
ということを考慮し，献血者の年齢層も若く設定
して，ルームの内装は白を基調に統一した。受付・
エントランスホ−ル等を広々と造り，さらに休憩
スペ−スからは，献血者が天神界隈を眺望できる
ようなレイアウトになっている。

ここの献血者の内訳を見てみると10代，20代と
30代で，65％強の献血者が占めており，若年層が
多い事が分かる。

性別は男性が50.7％，女性が49.3％とほぼ半々の
割合となっている。居住地別にみると，私鉄沿線
から32.6％，地下鉄沿線で24.8％と半数を占めてい
る。

次に献血ル−ム「キャナルシティ」は，平成８年
４月に開設し，平成16年７月にリニュ−アルした。
ベット数は12台，床面積は251m2，昨年度の献血
者数，22,287名，内訳は200が６名，400が6,831名，
PPP7,085名，PC8,365名一日当たり61.6名である。

場所はJR博多駅から徒歩圏内の複合商業施設「キ
ャナルシティ」のビジネスセンタービル１Fにあ

る。
献血者の年齢層が前述した「ハッピークロス　イ

ムズ」に比較すると若干高めであるということで，
内装は茶を基調とした落ち着いた造りになってい
る。このル−ムの特色としては，ロビ−や採血室
の天井が他のル−ムと比較してもかなり高いため，
圧迫感等がなく開放的でリラックスできる点であ
る。

ここの献血者の内訳を見てみると20代，30代と
40代で，約85％の献血者が占めており，年齢層が
高めである事が分かる。

性別は男性が67.2％，女性が32.8％と２：１の割
合となっている。居住地別にみると，JR沿線から
50.7％，地下鉄沿線で14.4％と半数を占めている。
県外からも6.4％の方がみえている。

魚町献血ル−ムは昭和60年12月に開設し，24年
を経過した後，昨年，平成21年８月に，新規移転
した。ベット数は９台，床面積は373m2，昨年度
の献血者数，17,815名，内訳は200が162名，400が
11,507名，PPP3,255名，PC2,891名一日当たり53.0
名である。

場所は北九州市の中心地であるJR小倉駅から徒
歩圏内の小倉魚町銀天街の一角にある。

全館を白に赤のポイントカラ−でデザインされ
た献血ル−ムは，ほっと，ひと息つけるような心
と体を癒す，ここちよい時間と開放感あふれる新
しいル−ムとして誕生した。

ル−ム内は，明るい受付ロビ−や開放感のある
採血室でリラックスして献血できる空間となって
いる。

ここの献血者の内訳を見てみると20代，30代と
40代で，約75％の献血者が占めている。

性別は男性が63.1％，女性が36.9％とほぼ２：１
の割合となっている。居住地別にみると，７割の
方が北九州市内だが，県外の方の割合が他の施設
よりも多く，11％を越えている。

これは北九州市が山口県と隣接しており，山口

シンポジウム４

献血環境の現状

－福岡県の状況－

立花和彦（福岡県赤十字血液センタ－）
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県の方が，5.5％を占めているからである。
なお，魚町献血ル−ムは移転後，献血者が15.2

％アップしている。
献血環境を整備することも大事な事であるが，

「仏作って魂入れず」の諺もあるとおり，献血者に
接する職員すべてが，「おもてなしの心」を持って
対応することが最も大事な事であると思われる。

そのため，職員に対し，必要に応じ外部講師を
招くなどして，定期的に接遇の研修を行い，また

献血者の満足度についてのアンケ−ト調査等を実
施し，それらをフィ−ドバックして，よりよい接
遇が行えるようにしている。

そしてそれらの実務にあたる職員の満足度も充
足させなければ，より良い接遇もできないとの考
えから，魚町献血ル−ムは休憩室や事務室，研修
室を広めに確保し職員に対しての満足度も高いも
のになっている。

ハッピークロス　イムズ

キャナルシティ

魚町献血ル−ム
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杜の都献血ルームAOBAと献血ルームAER20に
おけるより良い献血環境を目指して取り組んだ事
例について報告する。杜の都献血ルームAOBAの
献血環境は，大人の新しい献血スタイルとしてゆ
ったりとした空間の中で献血をしていただけるよ
うに採血・受付・休憩エリアを完全に仕切ること
により独立した心地よい空間を実現した。全室
LED照明の落ち着きのある内装は，献血している
時間をとても穏やかなものにし，ガーデンカフェ
が楽しめるハートフルテラスには，緑の木々が揺
らめき，夜にはイルミネーションによる季節を演
出できるようにした。杜の都献血ルームAOBAに
おける年齢別献血者の構成は，30代以上67.1％（H21
年度）となる大人向けの献血ルームである。献血ル
ームAER20の献血環境は，地上20階に設置し，高
層階エレベータと低層階エレベータ両方のプラッ
トホームで献血者の利便性の高いフロアーに設置

しており，眺望すばらしく，海が見え，街を見下
ろせる環境を提供している。内装は地上20階から
の眺望を楽しむための開放感のある空間とし，献
血ルーム全体の色彩は床のカーペットや椅子など
の色を利用してパステル調の明るい雰囲気を演出
した。献血者用採血ベッドは非対面式として，献
血者同士の視線を気にせず眺望を楽しめるものと
した。献血ルームAER20における年齢別献血者の
構成は，10代と20代合計で44.3％（H21年度）と若
者向けの献血ルームである。より良い献血環境に
ついては，献血者へおもてなしする職員の心なく
しては実現されないが，近隣店舗等利用者の年代
に合わせたFeelより感じよくHeartより暖かく
Timeよりタイムリーにおもてなしできる献血環境
の提供が，献血者へのおもてなしに繋がるもので
あり，複数回献血者として，さらに献血を継続し
ていただける献血ルームとなると考える。

シンポジウム４

献血環境の現状

―取り組み事例報告―

宮城県の状況（杜の都献血ルームAOBA・献血ルームAER20）

千葉広一（宮城県赤十字血液センター）
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血液事業における献血環境は，善意でお越しい
ただいた献血ボランティアに対し，リラックスで
きる心地よい空間の提供やドナー目線に立ったホ
スピタリティー（おもてなし）が求められている。
東京都内の固定施設における献血比率は70％を占
めており，献血ルームの役割は大変重要である。

より良い献血環境は，単に建物的ハード面だけ
でなく，「おもてなし」をもって接する職員におけ
るソフト（運営面）が大切であると考える。少子高

齢化により献血対象年齢者が減少していく中で，
将来を担う若年層を中心に献血協力者を如何に増
やしていくか課題である。

献血協力者が，「何を求め・・・何を感じ・・・
どれだけ満足したか」をすべての職員が常に「考え・
行動・検証」し，継続的に行うべきこと，改革を断
行すべきことをしっかりと選択し，固定施設も移
動・出張採血も献血者の立場になり，今後も考え
ていきたい。

シンポジウム４

献血環境の現状

―取り組み事例報告―

東京都の状況

井上慎吾（東京都赤十字血液センター）
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2008年４月，都センターで始まったアドバイザ
リースタッフによる接遇向上の取り組みについて
報告する。私どもの取り組みの特徴は，「スタッフ
の一人としてセンターの皆様と一緒に働く」という
点にある。現場の一員となることで，率先垂範の
実施や，課題点の抽出・改善が可能である。

この取り組みを始めるにあたり，まず，ミッシ
ョンとビジョンを掲げた。

ミッション…�「感謝の気持ち」を表現し，お伝え
する。

ビジョン１…快適な環境への改善
ビジョン２…“全員”が基本マナーを習得する。
ビジョン３…�献血者の気持ちに寄り添い，コミ

ュニケーションをとることができ
る。

１年目は，配属先のルームで業務を習得した後，
各ルームでの環境改善，終業後のミニ研修を実施
した。２年目に入り，より多くの方に効率的に接
遇の重要性を理解していただくために，集合研修
を始めた。その対象は，新入職員を皮切りに，職
員・管理職からドクターまで，この集合研修によ
って接遇に対する意識の統一が飛躍的に図られた。

また，２年半をかけて，23区内全ルームにアドバ
イザリースタッフが一度は在籍した。その結果現
在都センターでは，管理部門を含めた全職員が毎
朝の「８大接遇用語」の唱和を行っている。また，
各ルームでの改善も定着しつつある。

以前現場では，「気持ちがあればかしこまったマ
ナーなんていらない。」という声を聞くことがあっ
た。しかし，笑顔やアイコンタクトのないぶっき
らぼうな対応で，初対面の方にこちらの「感謝の気
持ち」が果たして伝わるだろうか？逆に，完璧な対
応だが「感謝の気持ち」が全く込められていない，
形だけの接遇は献血者の心を動かすことができる
だろうか？

どちらも答えは「ノー」である。おもてなしの気
持ちを表現する接遇とは，「形」と「感謝の気持ち」，
つまり｢形｣と「心」のバランスのとれた接遇ではな
いかと考える。

接遇は，筋力トレーニング同様，毎日の積み重
ねが大切である。今後もより多くの方に「感謝の気
持ち」が伝えられるよう皆様と一緒に考え，行動し
ていきたい。

シンポジウム４

「おもてなし」

―ホスピタリティマインドをもって―

接遇向上の取り組みとその効果について…

荘司玲子（株式会社サクセスロード経営研究所　東京都赤十字血液センター接遇常任講師）

佐上文子（株式会社サクセスロード経営研究所　東京都赤十字血液センター接遇常任講師）
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１．はじめに

筆者はこれまで，博物館や博覧会，テーマパー
ク，企業資料館といった幅広い分野の施設や空間
の企画，デザインを行ってきた。その中で感じ，
実践していることは，「空間を人とのコミュニケー
ションをとり行う場として考える」ということであ
る。空間は，人を楽しませたり，人に何かを伝え
たり，夢を与えたり，学ばせたり，実に様々なコ
ミュニケーションを実現させることができる場で
あり，展示・デザインはそのコミュニケーション
のための手法となるということである。

２．展示デザインにできること

筆者が，2002年から兼務している東京大学総合
研究博物館では，第一級の研究者である館所属の
教員とコラボレーションをしながら，大学の研究
成果を展覧会という形にして，広く社会に向けて
公開する活動を行っている。たとえば，小柴昌俊
氏がニュートリノの発見によりノーベル賞を受賞
したことを記念して行われた物理学の展覧会（図
１）を始め，植物学，文化史，考古学，惑星物理
学，人類学等，多種多様なものを展示で表現して
きた。そこでは，取っ付きにくいと思われがちな
学術の内容を展示・デザインにより興味を喚起さ
せ，内容を翻訳して伝えることを実践的な研究と
して行っている。

また，2005年に行われた愛・地球博においては，
国際赤十字・赤新月が出展するパビリオンの企画・
プロデュースを担当させていただいた（図２）。お
祭り気分で来られている来場者がほとんどである
博覧会において，「赤十字とは何か？」を伝えるに
はどうしたらよいか。そのためには，仔細なこと
ではなく，その幹と言える部分を力強く訴求する
ことが望まれた。そこで考えた訴求ポイントは，
人に何かの凹み（へこみ）が生じたとき，それを埋
めるために働いてくれるのが赤十字であり，赤十
字の活動なのではないか，ということだった。そ

して，これをメッセージに仕立てて発信した。具
体的には，観た人，体験した人の心の中に生まれ
るであろう物語「マインドストーリー」を構築し，
創出する場を考えた（図３）。それは，パビリオン
を訪れてくれた方々が「知って，感じて，考えて，
行動する」という流れを効果づけるための仕掛けで
ある。赤十字・赤新月パビリオンは，18m角の小
さいパビリオンであったが，その中でこれらの内
容をコンパクトに収める構成，デザインを講じた

（図４）。
赤十字・赤新月のシンボリックなサインで出迎

え，赤十字の活動概要を分かりやすく整理した展
示を配した（図５）。そして，赤十字の活動を紹介
するドキュメント映像を中心に据え，極めてメッ
セージ性が強くインパクトのある映像を上映した。
シアターは，観賞する人が寝ころんで天井のスク
リーンを仰ぎ見る形とし，リラックスした状態の
中で，自らと対話できる形をデザインした（図６）。
シアターを出たところに，映像を観て感じたこと
を書きのこすための掲示板コーナーを設置し，こ
れを「心の掲示板」と名付けた（図７）。会期中，メ
ッセージは着実に増え，どれも来場者自身の心の
声を表したメッセージ性の高いものだった。会期
後半になると，このメッセージを読むために訪れ
る来場者も増えていった。その効果もあり，入場
者数は着実に伸び，目標を遙かに超える入場者を
集める結果となった。これも，確固たる狙いに基
づいた仕掛けを構築し，これを具現したデザイン
の効果であると考えている。

３．献血ルームのデザイン

丹青社はこれまで2004年の献血ルームキャナル
シティ・ハッピークロスイムズ（福岡県福岡市）を
皮切りに，数多くの献血ルームのデザイン，製作
のお手伝いをしてきた。他にも，下通り献血ルー
ム（熊本県熊本市），ハチ公前献血センター（東京
都渋谷区），所沢プロぺ通り献血ルーム（埼玉県所

シンポジウム４

デザインが語る力，伝える力

洪　恒夫（東京大学総合研究博物館，株式会社丹青社）



34：92	 血液事業  第34巻  第1号  2011.5

沢市），今年に入ってからは新長田鉄人前献血ルー
ム（兵庫県神戸市），そして９月１日にオープンし
た，まいど！なんば献血ルーム（大阪府大阪市中央
区）がある（図８）。筆者はまいど！なんば献血ルー
ムのデザインプロデュースを担当した。なんばと
いう土地柄から，水の都になぞらえ，水の流れの
イメージを表現し，その流れで来場者を誘うよう
な空間デザインとしている。居心地がよく，くつ
ろげる雰囲気を目指してデザインを行った。

献血ルームは献血をしていただくための空間で
あるが，来られた方とのコミュニケーションが行
われるメディアととらえることもできる。デザイ
ナーは，献血ルームというメディアを使って求め
られる効果を生み出す必要がある。その目標を定
め，効果を追求していくことで献血ルームも進化
すると考える。

現在，製作中のルームの有楽町献血ルーム（東京
都千代田区）（10月５日オープン予定）もデザイン
プロディースをさせていただいている。ここでは
コンセプトを「心のロビー」，すなわち志を同じく
した人たちが集まる場として企画した。従来の採
血，待合・接遇に，ミュージアム機能を追加した。
赤十字が行っている人道支援という社会貢献の真
の意味を訴求することで，献血の本質的な役割を
実感してもらう情報伝達機能を付加させることを
試みた。献血の真の意味を知った上で協力いただ
くことが，自分が行った社会貢献，人道支援活動

の意味を実感できるのではないかという考え方で
ある。そして，これらがルームを提供する側がで
きるひとつの大きなおもてなしなのではないかと
考えている（図９）。もちろん，献血していただく
方にとって最適な接遇空間を提供することが一番
の目的であるため，有楽町・銀座という落ち着い
た街の雰囲気にあわせた空間としてデザインした。
さらに，本ルームの特徴として，アートの力によ
って和める環境，落ち着ける環境をもっておもて
なしをするという試みを取り入れていることがあ
げられる。これについては，現在，多摩美術大学
との産学協同事業のシステム導入に取り組み，継
続的に活動可能なスキムを構築中である。人道支
援のために自らのアートの力を活用する実践研究，
教育は大学にとってもまた，美術を学ぶ学生にと
っても，意義深いものになると考える。

４．まとめ

このように，デザインはその使い方によって実
に様々な効果を生み出すことができる道具である。
そのためには，誰のために，何のために，という
目標を明確して，その効果を最大化するデザイン
を行うことが大切である。献血ルームにおいても
今述べたような考えに基づき，デザインの力によ
るおもてなしの可能性を切り拓いていきたいと考
えている。

図１ 図２
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1．心に豊かさをもたらす空間

普段は店舗づくり，いわゆる賑わい空間の創出
を生業としている私たちと日本赤十字社とのつな
がりは昨年，秋葉原（akiba：F）や吉祥寺（タキオン）
など，献血ルームの空間デザインを担当したこと
に端を発する。現在も町田（comfy）など全国の献
血ルームづくりをお手伝いさせていただいている。

店舗と献血ルーム。一見，雰囲気にギャップを
感じる空間ではあるが，私たちがデザインする上
で考えることは共通している。店舗空間における
賑わいは，単に人が集い，単に商品やサービスが
やり取りされるだけでは生まれない。店舗が地域
社会に根付き，その空間で商品やサービスを通し
ての心の交流や響き合いがあり，そこに満足の笑
顔が溢れてこそ，“真の賑わい”が生まれる。私た
ちのデザインとは「心に豊かさをもたらす空間」を
思い描き，空間に表現することに他ならない。感
謝と真心が溢れる献血ルーム。私たちはこの空間
を，心に豊かさをもたらす最たる場と捉え，空間
づくりに取り組んでいるのである。

2．目線を合わせた空間づくり

「おもてなし」の思いを伝える献血ルームはどう
あるべきか。関わる人々が気持ち良く利用でき，
充足感で満たされる，心から求められる空間を，
どう皆で育んでいくべきかを模索するところから，
私たちの空間づくりは始まる。献血ルームと関わ
りの深い『街』『ルームスタッフ』『献血協力者』に
寄り添い，目線を合わせて思いを膨らませ，空間
に落とし込んでいく。私たちは各々のつながりを
生む場として献血ルームを思い描き，総合的な空
間デザインを行っているのである。

（1）『街』への寄り添い
デザインのベースには，その街の印象深い風景

や文化的要素を積極的に取り込んでいる。馴染み
あるテイストを基とすることで，落ち着き寛げる
ルームに設えている。またルームの装飾だけに留

まらず，空間を大きな概念で捉え，街との連携づ
くりにも努めている。たとえば，献血ルームのリ
ーフレットを制作し，近所の店舗とショップカー
ドを交換して互いに置き合うなど，外に向けた情
報発信も行っている（事例①）。実際，近所のカフ
ェでリーフレットを見て，初めて献血ルームを訪
れたという方もおり，街を通して人とのつながり
が生まれているようである。

（2）『ルームスタッフ』への寄り添い
働く方々にとって，より機能的で使い易く，気

持ち良く働ける職場とすることも重要である。誇
りを持って働ける喜びが，結果，おもてなしの向
上に結びつく。そう考え，私たちはスタッフの方々
とも意見交換を重ねている。訪れる側の気になる
点，働く側の経験やノウハウなど，互いに意見を
出し話し合う。清潔な空間であるのはもちろん，
問診室との連動，採血室での機能的な動線の確保
など，徹底的に検討し最適なプランにたどり着く。

（事例②）。オープン後，ルームに伺った際にスタ
ッフの方々が活き活きとした顔で話し掛けてくれ
ることが，私たちのやりがいにもつながっている。

（3）『献血協力者』への寄り添い
献血協力者のキモチをつなぐこと，行って見た

いと思わせることも大切である。おもてなしの玄
関口となるファサードは，入りやすい雰囲気づく
りが欠かせない。待合室は，滞在する間の安全・
安心も万全な開放感ある居心地のいい空間をデザ
インしている。また，ユニークで心を動かす仕掛
けも忘れない。全体イメージに合ったオブジェク
トや椅子を揃えるなど，親しみ易く目にも心にも
留まる工夫をルームの随所に施している（事例③）。
ルーム内の意見箱に，楽しいひとときを過ごせた
喜びを寄せる人もいるようである。

3．つながりを生む場

各々に目線を合わせた総合的なデザインにより，
私たちは「街とキモチに寄り添う献血ルーム」を創

シンポジウム４

街とキモチに寄り添う空間づくり

〜つながりを生む「場」〜

山田祐一（株式会社船場　第１事業本部設計ディビジョン）
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り出している。手掛けてきた献血ルームについて，
一般の方々の声も聞こえるようになってきた。ブ
ログ等のコメントで“また行きたい”“お洒落にな
ってビックリ”“是非行ってみて下さい”など，献
血ルームをPRしてくれる人も多い。こうした反応
を見ると，献血ルームが街や暮らしの中に溶け込
んできたと感じる。街に息づく空間，キモチの距

離が近づく空間となりつつあるのではなかろうか。
親近感や愛着を持ってもらえる献血ルームにな

って欲しい。私たちのデザインする「つながりを生
む場」が将来，時と共に，街と共に成長し育まれて
いくことを心から願っている。これからも私たち
は，暮らしに身近な空間づくりを通して，「献血の
輪・絆の輪」を広げることに貢献していきたい。
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